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配属されたのは資材・配送部門だった。小売書店や特定客に本を荷造りし発送するのが主な仕事で、ゾラは














なることができた。級友には、不朽 フランス語辞書を編纂したエミール・リトレがいた。一八一九年 彼はエコル・ノルマル・スューペリエールの前身パ ショナ・ノルマルに合格する。そこで著名 歴史家であると同時に後に七月王政政府の首相となる政治家フランソワ・ギゾー等の自由主義的思想を持つ教授陣から講義を授かる。この素晴らしい環境が災いをもたらした。一八二二年、ユルトラ ヴィレール政府は、パンショナ・ノルマルの自由主義的校風がユルトラの教育原理「宗教、王政、正統王朝主義、王
シャルト政憲章」をないがしろにし
ているとして糾弾、廃校を命じたのである。こうし 順風満帆だったルイ・アシェット キャリアは、挫折を余儀なくされた。貧しかった彼は、給費がなければ仕事を探さねばならず、パリの富裕な公証人フーコー・ドゥ・パヴァンの子供たち 家庭教師になった。そう なか、一八二六年 セーヌ左岸 小さ 書店の営業権株が売りに出ているのを知り、そこに人生 好機を見い出 た。彼は 雇 主パヴァン 援助を得てこれ
3セザンヌと『知られざる傑作』（Ⅴ）
購入、アシェット書店を立ち上げ、彼と同じくパンショナ・ノルマルの学舎を失った同級生たちを集めて、自分たちの新しい息吹を入れた教科書や教育関係の書籍の出版を始めた。それから四年後、一八三〇年、七月革命が勃発、革命によって誕生し ルイ＝フィリップ 新政府は、初等教育の充実を決め、そのために新たな法を整備して、次々に小学校を建設 始めた。一挙に広がる公教育によって、就学児童が急増し が、子供たちの教科書や副読本が決定的に不足していた。このニーズにアシェット書店はいち早く応えた。時代に必要とされる教科書や教育図書、辞書や事典 次々に出版し、急速に業績を伸ばし規模を拡大した。さ に 一八五〇年以降、文学 実用書 旅行案内書など、あらゆるジャンルの出版物を広く手がけるようになり、それらを売るために 書店に無料で新刊案内を配布して宣伝に努めたほか、一年間売れなかった本の返品制度を作って安心してアシェットの本 置ける環境を整備し、販売拡張に努めた。また、旅行者が携帯できる小型版の、著作を厳選 た「鉄道 庫
B
ibliothèque des chem
ins de fer 」 、子供がお小遣いでも買える一フランの「バラ色
文庫
B






ジェルマン大通り、ピエール・サラザン通り、オートフォイユ通りの四つの通りに囲まれたブロックを占め、いくつかの建物の集合体からなり、全体で一万平方メ ルの広さがあった。しかも その頂点にいる創業者ルイ・アシェットは、実業人であると同時に著名な文化人でもある。既に見たように彼は医学アカデミー会員ブデの友人であり、リトレの学友 その辞書の出版人であり オーギュスト・コント（一八五七年死去
（、ミ
シュレ、テーヌ等の出版人であ 実業をとおして多くの学者・文学者らと親 い関係 あっ ような人物に、入りたての最下級 社員が、直接接触を図ったのである。余程蛮勇 る行動だと えよう。
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ところが、休日が明けた二日後の月曜日、その行動に対してルイ・アシェットは、まるで対等の人間を遇す




アシェットの人間的誠実さと天性の善意が感じられる。厚かま い冒険 おか たゾラ 対して、なんら反感を催すことなく、一個の作者として遇し、出版人の見地から無私で公正な評価を下 ている。望みうる最高の応対であったろ 。だが 当 ゾラは落胆 た。厳 い宣告を受けたと感じた。彼は「すばら い、出版しよう」という言葉を夢見ていたのである。
ゾラの夢想は現実の前に脆くも砕け散ったが、この冒険はあらゆる点で幸運を呼び寄せた。三月一日、ゾラ




ulletin du libraire et de l ’am
ateur de libre 」を出すことだった。しかし、ゾラは従来




おかねばならない現代文学という自分のスタジ ムを知る願ってもない有益な機会となった。ま 、大学に行かず読書経験がけっして広範とは言えなかった彼に、諸々の文学的知識を、それも短期間に集中的に摂取させる機会ともなった。ゾラは多くを読み、いくつもの新発見をし、そして発見した幾人かから強烈な刺激を受けた。こうして、ゾラは、徐々に自分の文学の核心と なるもの 蓄積し醗酵させてゆくことになる。
ゾラがアッシェット書店を退社するのは、一八六六年一月三十一日である。その二年前一八六四年の夏に、







ent 」 、 「環境
m
ilieu 」に基づく唯物論的考察から、ゾラは大きな刺激を受ける。同年三月、同じく
テーヌの『スタンダール論』が出、後の彼の『スタンダール』 繋がる発見をする。 らに同年 エミール・デシャネル 作家・芸術家の生理学 あ い 自然批評試論
P
hysiologie des écrivains et des artistes, ou 
essai de critique naturelle 』が出、その芸術に対する唯物論的解釈はテーヌの影響を補完する。そして、六五
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年一月、これはアッシェット書店からではなくシャルパンティエ書店からだが、ゴンクール兄弟の『ジェルミニ・ラセルトゥー』が出版され、翌二月三日、彼はアシェット書店宣伝部長の肩書で献本を乞い、それを読了して深く感動し、小論とも言える書評を書いている。その理解の深さは、著者ゴンクール兄弟 感激させ、礼状を たためさせ 後に 来訪を求めさせ、敷居の高いことで有名だったそのサロンの常連にもしている。ゾラは、この小説に自分自身の文学の方向性を見出していたのである。
ゾラは、この五年間に、天祐と言ってもいいほどの偶然の重なりから、膨大な知的文学的収穫を得ているの
である。どれもこれも彼の文学の血肉 なって行くものであり、信じがたいほどの効率である。しかも、これらの文学者たちは、もはや自分とは別 世界 遠い人々ではなかっ 。六三年十月、宣伝部 の仕事ぶりが評価されてゾラはわずか入社一年半で宣伝部長に昇格したが、それ以後、テーヌ、デシャネル、エドモン・アブー、プレヴォ・パラドール等のアシェット書店 関わりのある人物が 所用でアシェット書店に来るたびに、彼らと親しく交わるようになってい 。そして、そうした人々との繋がり さらに新たな繋がりを生み出していた。強烈な五年間だったのである。
それだけではない。さらに重要なことは、この間 彼は猛烈に読書し、同時に、読後書評を書いた、という
ことである。この書評こそが、ゾ の運命を決定づける。
書評の執筆はいつも夜になった しい。それがほぼ連日連夜繰り返された。この習慣が そ 後のゾラの








う、内容が相当程度つかみうる書評に発展させた とは、既に述べた。その際彼は、販売促進を意識しつつも、可能な限り公正な態度で書こうと決心し 単なる宣伝で ない、謂わば誠実な判断に基づく批評は、時に出版側にマイナスに働くことがあった しても、最終的 は顧客の信頼を得て、優れた新刊をきっと売れるようにする、そ 考えたからであった。このような公正に留意した中身ある書評は、小売書店や読書愛好家だけが歓迎するものではなかっ 。十九世紀になって次々 刊 れるように った多くの新聞雑誌は、文学分野の論説を書きうる人間が絶対的に不足しており、も 書評をもとに記事を仕立て上げて、手っ取り早く新しい本の紹介が行えるとするなら、あるいはゾラ本人にそれを依頼できるなら、それは願ってもない僥倖だった。ゾラの発案は、出版元アシェット書店 とっても、作家 ちにとって 、小売書店にとっても、読書愛好家にとっても、新聞雑誌にとっても、大い 歓迎されるものとなったのである。
ゾラは第二帝政を生き、第二帝政を描き、第二帝政を告発した作家である。第二帝政が終わっても、彼の文
学の焦点は第二帝政に合っていた。 の第二帝政をクーデタ よ 成立させたナポレオン三世は いつ変わるか知れない大衆 人気を 時流に乗って一気に集め、国民投票でクーデタを承認させ こと 成功し だけに、人気の昇降に きな影響力 持つジャーナリスムの力を殊更恐れた。一八五二年二月十七日、クーデタ成功のわずか二ヶ月後、ナポレオン三世は、 をコントロールするために、言論出版の自由を大幅に規制する政令を発布した。その骨子は、一 政治新聞の発効 政府の許可制にす こと 二 政治新聞発行
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給はこれまでの二、 五倍、五〇〇フランを約束された。ブーダ は有名な新聞人ヴィルメッサンの娘婿である。ヴィルメッサンは、一八三九年 ファッション、文学、芝居、音楽など、女性の関心を引く記事で構成したお洒落な週刊紙「ラ・シルフィッド
L
a Sylphide 」を創刊した人物だが、そのとき、話題作りと販売促進のため




















いた。前年九月、自分の才能への疑念と画業の苦 さからパリで絵 修業をす のが嫌に り、故郷の家族の許に帰って、再び父の銀行に勤務 。 し、銀行業は、結局セザンヌに合っていなかった。まもなく仕事にも法学の勉強にも嫌気がさし、再び絵へ 情熱が盛り返し 夜間、無料の市のデッサン教室に登録し
11
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パリを去るセザンヌと訣別してすべてを失い、それでも凍てつく孤独の中から何とか人生の一歩を踏み出そ
うと苦しんでいた、まさにどん底にいる、と言ってもいいゾラの、暗く打ちひしがれた姿を思い起こすとき、彼のこの変化には、感動を禁じ得ない。一年足らずの間に、新しい仕事がすべてを変えたのである。だが、まだそれは、自然主義作家ゾラの蓄電期の始まりにすぎ 、極貧生活が彼に人生のレアリスムを教えたとしても青春期のロマン主義的傾向はなお多分に残って た。




















連続であり、教会の説 天国に行くことこそが人生最大の目標であ 。そのため、絵画に不浄の現世を想起させるリアリティは不要であ 逆 現世ではないこ を示すために、金箔が貼られ、崇高な精神を抽象化し
14









国的形象」を描くことから、崇高ながらも地上的で共感し る 理想化した美しい肉体を持つ神や聖人 姿を描くように変化してゆ ことになる。かつて、異教のものとされ忌避されて来 ギリシャ・ローマの美術も再発見され、再認識される。世界 自然に対する探求が始まり、次々に新しいものが発見され、新しい価値が認められ、新しい美が創造されてゆく、ルネッサン とはそういう時代だった、と私は理解 ている。
こうして、地上の観察と探究をとおして新たな美を創造する画家や彫刻家には、職業上の技術や知識だけで





弟子であったシャルル・ル・ブランを中心に為された。このアカデミーは、当時、絵画制作を独占的職業権としていたギルドに対して、自律して自由に絵画制作ができ 、ギルドより高次の存在となることを目指して組織され、五五年国王の承認を受け、六三年からは王立となった イ十四世の絶対王政の下、コルベールが、アカデミーを通して芸術の管理を行うために、謂わば芸術 中央集権化のた に、アカデミーを王立としたのだった。
アカデミーには付属の美術学校が設置された。石膏や人体デッサン、解剖学、遠近法などが教授され、のちに




対象をそのまま描くことは、職人の仕事と変わらぬことであって、芸術家の仕事とし 下等 ある そう見なされるゆえに、風景画や静物画の地位は低い。一方、高い技術と深い知識に裏打ちさ 、多彩 寓意 含み、
16






ヴルの正方形の大広間サロン・カレで行われた絵画展である。その歴史はアカデミーが王立となってまもない一六六六年に遡り、その当時は、コルベールが二年ごとに復活祭の 土曜日に アカデミー会員が各自の作品を持ち寄って開くこと 命じた貴族のための展覧会であった。当初 会場は現在 パレ・ロワイヤルの一部に当たるブリヨン宮の大広間であっ 、一七二五年 サロン・カレとなった。そして、革命を経た一七九年、アカデミー会員 作品発表の場からすべての人に開放された作品発表の場に変わった。それ以降、作品展は会場がサロン・カレでな とも 「サロン」と呼ばれ ようにな
セザンヌが、ゾラと一緒に、初めてこの「サロン」を見たのは、一八六一年である。セザンヌがそこで何に
関心を持ったかは、さきに引用したとおり 、自分の感性 素直に見ていることを除けば、芸術に関心を持つ一般人の絵画観と当時の彼の絵画観と 間に大きな隔 りがあるようには思われない 翌年六二年のサロンは、セザンヌがパリの生活に挫折して故郷に帰っているから 見ていない。そして翌六三年のサロン、 れは絵画史に残る落選者展の開催された年だった。厳格な審査のために、約五千点中三千点 いう非常に多くの落
17
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人がどう見たのかは、何も言及が残っていないため、わからないが、お らく、強烈な刺激を受けた、ということはな ったのであろう。もっとも、後年、ゾラの方は、この時の様子を『制作』の中の落選者展の場面を描くのに利用している。それを読む限り、会場は「外光派」 対する哄笑と憤怒に満ちていた。多く 人がこの絵をスキャンダルだと眉を顰めながらも楽しんでいる様子で、マネを擁護しサロンの審査を非難する大衆 声はまったくと言えるほど聞こえていなかったと推測
18
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される。
話は「サロン」に戻るが、六三年当時、フランスには、自らの審美観に基づいて画家を発見し、育て、個展
を開くなどして新しい絵画の販路を開拓する、今日のような画商と画廊というものが存在していなかった。だから、画家が自分の作品を公開して、その評価を広く公衆に問う唯一の手段は、サロンに出展することであった。出展には審査があったから、サロンに展示されるということは、その絵画の価値をある程度保証してもらうことを意味した。絵で食べて行くには、サロンに出展してこの保証を受け、買い手を見つけることが必須の条件であった。謂わばサロンは、単に鑑賞の場ではなく、一定 品質保証が付いた芸術商品を並べる「見本市」 ような場でもあったの る。
ところが、出展には大きな問題があった。サロンに出展できる作品を審査するのは、七月王政まではアカデ



























い、と考えていた。絵画というものは現実世界をあり ままに描くものではなく理想化して描くものであるという前提があるだけで、あとは描かれているものがすべてであった。絵画に没入することを妨げる筆跡やマチエールなどあってはならず それを守れないとすれば、技術が稚拙であるか、仕上がっていないかである、と考えていたので る。筆跡 るいは筆触、マチエールが、芸術の問題として意識されるようになるのは印象派以後のことである。この頃、そうしたものに意味があ など マネ以外にほとんど考えてい かったろう。アカデミー 考える最高の絵画とは、そこにあたかも別世界の窓が開いているように、平面 描か ることを忘れさせ、見入るほどに様々なことを語り始める そう う絵画である。窓の外へと見る者を誘わねば らないのに、たとえて言うなら ぼこ歪みのある、しかも汚いガラスを嵌め込むなどもっ のほか あり、あまつさえ窓ガラスに描かれてい と一見して分かるようなものは論外だったのである。
したがって、マネの挑戦が意味することをさらに平明に言うなら、一つは別世界でなく現実世界ではいけな





の芸術の本質そのものだった、ということである。マネの先輩クールベにおいては、描法よりも前者の方がずっと重要だった。一方、マネの後にやって来たモネのような画家にとっては、前者の問題は徐々に意味を失い、後者が決定的に重要になってゆく。そのとき、さらに新たな命題が誕生する。描かれたものではなく、描法やマチエールそ ものが持つ美、ま 描かれているものから独立した色彩や構成の総合としてのタブローが持つ美、さらに対象の再現ではなく変容によって現出す 美、ということに関わる命題である。すなわち、画像の物語性・意味性をすべて捨象した〈感覚的写実主義、自然主義〉とい ことと、それを実践する過程で意識され、制作を支配する、感覚領域における唯美主義 に関する命題である。それは、詩作 上での、言語論における、意味されるもの（シニフィエ（に対する意味するもの（シニフィアン（が占める役割や効力、といった問題に近似した命題と 言える。この命題は、セザンヌの絵画を考える上でもきわめ 重要となるが、それはま 、後 展開 い。
ところで、マネにおける第一の問題について、バタイユ的美学の系譜は、マネの絵画の主題は口実にすぎな
い、といい、そ ことにおいてアカデミー絵画に挑戦していると解釈する。読み説かれ べき内容に満ちたアカデミー絵画に対して、マネ 絵に描かれているも は何も意味していない 描かれている様々なも 秩序も有機性もなく、無意味である、そしてそこに革新性がある、と言う である。
「マネは学識に基づく絵画と袂を分かつ。内容を読み解くために、たとえばダヴィッドの《ソロモンの審判》を見る際に必要とされるような学識・教養を引き合いに出す必要はもはやない。というのも、読み解くべきものはもはや何もないからである。こうした絵画はもはや明瞭に意味を伝達することはないのであって、物語上の参照物はあいまいになっている。 《草上の昼食》の登場人物たちの 現実にありそうもない寄せ集めは
22
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何を意味しているか。何も意味しない。絵画には意味すべきものなどないからである。マネは『絵画の沈黙』を求めた。彼は詩と絵画との関係を完全に切り離した。絵画は、 『陳述の機能』から解放されて、ひとつの自律的な芸術となった。彼は読まれる絵画に代えて、見られる絵画を提示した である。こうして、人の態度は意味を持たず、身振りは何も指し示さず、画面構成はいかなる物語にも奉仕しなくなる。 （中略
（
マネは『ポー




















流経法学　第13巻 第 2 号
という爆弾をアカデミー絵画に投げつけているのである。しかもそこに、裸の女が脱いだ服を描き込むという強烈な刺激 加えている。だから、この「無意味」には意味が満ちている。そ ものだけのモネやルノワールの絵とは全然違う。彼は、無意味な配置 しているとしても、二人の若い男の後方にに水浴する女を入れ、ラファエロの版画では三人 裸の男であったもの 二人の着衣の男と一人の裸婦に変えている。そこには、何らか 明確な意図がある。この絵を落選者展で見た者たちは すぐにそれを感じたのであ 細部にこだわらず、核心的意図を見た である。 れはありえないわけのわか ない光景だとしても「現実」を描いている、ということであ 。当時流行していたパリ郊外での遊興と照応している というこ である。その意味で、マネの絵は、そ 物語が謎に満ち、解くことができないとしても 物語性に富んでいる。
こうしたマネの絵の「無意味さ」奇怪さは、 『草上












一の問題の範疇にあるように思われる。マネの絵において、全体を貫く脈絡を見つけることはできないか、あるいはないのか、それは分からぬが、不可解さも含め、描かれたものは多くのことを語っている。マネ 絵画は、 「絵画の沈黙」とも「 『陳述 機能』から解放されて、ひとつ 自律的な芸術」とも、まだなってはいないのである。「陳述」が不条理で、言葉多くして何を語っているか分からないだけである。その意味で、マネは過渡的 画家であ
26
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るように思われる。
だが、こうしてマネが炸裂させた爆弾は、スキャ















































刺を友人宅に届けさせている。アカデミー会員ブデの交友関係は輝か いものであったから この小さな臨時のアルバイトはゾラの心 強い印象を刻んだことは想像に難くなく、ど 伝記に このエピソードが取り上げられている。それから二十日後、さきに引用した手紙（一月二十日付けの手紙
（
をゾラは書いている。つまり、近いうちにアシェットに
就職する旨、セザンヌ 教え いる。したがっ に入っ は一月二十日以降の「近 うち」 あることは間違いない。であるとするなら、ルペルティエの記述ど り 「一月」 末頃か、と考え くなるが、月給 給され 際、中途半端 日付けから仕事を始めるのは不自然ではないか、と思われ、リウォルドの記して るように 「実質的には二月」 、つまり二月一日から仕事に入ったと考える 自然ではないかと思われる。その後資材・配送部から宣伝部に配属替えになって、月給が二倍にな は、三 一日付である。給与事務の区切り アシェットのよう
28
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ローマ賞コンクールは、毎年初春に始まり、結果が出る頃には季節が変わっていた。試験は第一次試験から第三次試験まであり、まず第一次で、指導教官の推薦を受けた百人の学生が、歴史、聖書、神話のどれかから採られたテーマについて、六号の油彩習作に取り組む。与えられた時間は二十四時間で 受験者は試験終了まで国立美術学校内の試験場から出ることはできない。二十四時間後 完成した油彩習作を、国立美術学校教授と絵画アカデミー会員から選ばれた審査員が審査し、二十人の学生を合格とする。この二十人がその五日後、二次試験 臨む。二次試験はそれぞれ七時間からなる四回のセッションに分けられており、油彩で二十五号の男性裸体習作を制作しなければならない。ポーズは試験官によって決められ、自由はない。出来上がったもの 第一次試験 作品と一緒に並べられ 半数が合格となる。こうして残った十人の者が、その一週間後、再び国立美術学校に集められる。
七十二日間444
の第三次試験が始まるのである。その間、受験者
はそれぞれ美術学校内に一室を与えられる。そこから出ることは許されない。 「独房」と揶揄される所以である。テーマは毎年十人のアカデミー会員の協議によっ 決められ、この時発表される。六 年は、手紙にあるように 古代ロ マ史から採られた『母ヴィチュリーに懇願されるコリオラン』で こ を最終試験で 八 号（約縦一、 一ｍ×横一、 五ｍ
（
の
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頁。
注
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前掲書
